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令和７年５月 22 日（木） 

 13 時 30 分～14 時 10 分 203 会議室  

 

 

 

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

○月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

 

○地球・環境・未来フェス in みのわについて（総務課ゼロカーボン推進室） 

 

○女性のための働きやすい環境づくり補助金について 

（くらしの安全安心課多文化共生・男女共同参画推進室） 

 

○令和６年度移住定住施策実績について（企画振興課みのわの魅力発信室） 

 

                        

 

町長コメント 

 

 

 

 

 

  

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、信濃毎日新聞、中日新聞 

事務局：唐澤、鈴木、小笠原、濵 



 
 

１ 地球・環境・未来フェス in みのわについて 
（総務課ゼロカーボン推進室） 

○概要 

別紙資料にて説明 
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（担当）この事業につきましてはゼロカーボンシティ宣言から３年目を迎えるということでもう

一度町民の皆さん、事業者の皆さんと今一度ゼロカーボンの取り組み等また SDGs の理念にも 

まずまちづくり等を考えていこうということで開催するものです。 

今回は特に親子を主なターゲットにして企画しています。 

 本日ホームページで詳細を公表します。事前申し込みが必要なものについて、町民の皆さんは

6 月 1 日から、町外の皆さんについては 6 月 9 日から申し込みができる形で本日ホームページ

を公開します。 

 続いて、70 周年記念事業の一環で中学校での特別講演会を開催します。演題は、地球温暖化

を食い止めゼロカーボンシティを目指してということで NHK エンタープライズの堅達京子さん

にご講演をいただきます。 

 もう一つ、「気候町民会議 in みのわ」を計３回開催します。無作為抽出型の気候市民会議が欧

州方面で広がっており、長野県では昨年、松本市で取り組まれて県内では 2 例目で、今一度箕輪

らしい多様な主体が一丸となった温暖化対策推進に向けた協調体制のあり方を主体的に検討して

いただくという形にしています。 

 

町長より 

7 月 5 日から 2 週間かけてのイベントでありますけれども、県の元気づくり支援金を財源に協

力をいただいて、かなり大きなイベントになっています。気候町民会議については、全県で２例

目ということであり、26 名の方々が目的意識を持ってこれに参加していただけるということは大

変ありがたいと思っています。 

全然町民のご協力がないとこのゼロカーボンは達成できませんので、そういった意味で大変大

事にしたい会議になると思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

2 女性のための働きやすい環境づくり補助金について 
（くらしの安全安心課多文化共生・男女共同参画推進室） 

○概要 
別紙資料にて説明 
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（担当）この事業は女性の方がより働きやすくなるよう環境を整備するための補助金です。実績

として 2019 年から開始し、累計 24 件 4,000 万円の事業費に対し、620 万円の補助を行ってき

ましたが、開始当初から比較して、申請件数も下がっており、一定の環境整備が整ったとみな

し、本年度終了予定です。 

 

町長より 

この取組みもだいぶ進めてきて、若干申込みが少なくなってきたこともあって予算の中で今回

終了と思っていますが、女性用のトイレのないような事業所があり、そういったところに十分活

用していただいたと思っています。今後も環境対策の取組みは必要ですので、引き続き考えてま

いりますが、この事業としては、本年度事業終了とさせていただきたいと思います。 

 

 



 
 

3 令和６年度移住定住施策実績について 
（企画振興課みのわの魅力発信室） 

○概要 

別紙資料にて説明 
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○町長より 

コロナ明けから２年経ち、いわゆる移住ブームが若干下火になりつつあると感じています。 

町とすると私は国が今進めようとしている 2 地域居住については、あまり積極的に考えていか

ないつもりではいましたが、だいぶ法整備も出てきている状況があるので、２地域居住も含めて

少し考えていく段階に入っているということが 1 点と、移住者が減ったのは町が関与した移住者

が減ったということであり、昨年度箕輪町の人口動態を見ると、社会増減は大きくプラスになっ

ていて、若干上伊那の中の動きが変わってきました。 

それは伊那市が相当頑張っていることですが、伊那市の行っている事業がかなりハードな事業

になっており、動きが私どものところとかだいぶ変わってきていて、その間に挟まっている村が

だいぶ苦戦をするような状況になりつつありますので、これでどんな動きをこれからしていくの

かなと思っています。郡内で行ったり来たりするのはあまり喜ばしいことではないですが、市町

村レベルでこれはやむを得ないので、そういったことを考えていきたいと思います。 

それと実績が減った大きな原因に住宅価格が上がりまして、若者世帯が住宅建設予算の都合で

移動できない部分が出てきていますので、今年度以降は去年の本来来るべき人が今年来るってい

うことになると思いますので、回復するとは思っています。 

町とすれば、相談会などには今まで以上に対応しながら、移住者を増やしていかなければいけ

ない、転出入の社会増減はプラスにもっていきたいと思っています。 

 

○質疑応答 

（記者）移住体験住宅の利用者の方が実際に移住に進まれる割合や、どれぐらいの方が利用され

てどれぐらいが移住に結びついているのかわかる数値があれば教えていただきたいです。 

（担当者）令和 6 年度は 89 人の方が利用しておりますが、その方が直接移住に繋がったところ

までは至っていません。ただし、令和 5 年度に利用された方等が移住に繋がったという例もあり

ますので、体験住宅を利用される方がこちらを利用して物件を探したり、移住を真剣に考えてい

る方が利用していますので、少なからず移住には繋がっているかと思います。 

（町長）体験住宅を利用して空き家住宅探しをしているところがありますが、当町には利用者が

望むような空き家が今少ない状況です。実際に体験住宅にいながら、上伊那全体を見ていると思

われます。今回空き家調査を行いますが、その調査をする中で都会の皆さんが利用しやすい、注

目しやすい空き家というものをピックアップして、相談会に応じていく必要があると思っていま



 
 

す。 

住宅探しで町内のみの物件を見ているのではないと思いますが、逆に伊那にいながら箕輪の物

件を見てもらうことも当然ありますので、広がりがあることについてそれはそれでいいと思いま

す。 

 

○町長コメント 

５月 20 日火曜日のクマの安全点検についてそれぞれ皆さん報道していただきありがとうござ

いました。 

現地確認が終わりまして、地域の皆さんに誘因物の除去をすることが前提というお話をさせて

いただき、場所等が決まってきましたので、これから補助事業を入れていきたいと思っています。 

そもそも行政レベルでやるかどうかという問題は若干ありますが、今のクマの状況から見ます

と、町としても支援せざるを得ない、支援した方がいいと思いますし、緊急のときはまた別です

が、今担当課の方で箇所づけと金額を決めていますので、また決まった段階で報道できると思い

ます。 

６月議会がこれから始まってまいります。 

６月ですので、大きな議案はないですが、一点懸案でした障がい者のグループホームについて

開設の方向で提案をさせていただきたいと思っています。 

これは長い間、８年もかかってここまできていまして、本来ですと沢の町営住宅の跡地に公的

な団体がグループホームを作るということを前提にしながら議論をしてきましたが、その団体も

建設ができないという状況の中で、民間団体であっても町として支援をしたいということです。 

それは上伊那北部、この地域にグループホームが非常に少ないということもあって、町として

も障がい者団体の要望等も踏まえながら、グループホームを設置したいという願いの中で実施を

してまいりました。 

実はグループホームの国庫補助金、県補助金というのがほとんど取れない状況にあって、なか

なか支援を補助事業としてはできないため、町営住宅の跡地を無償で貸し付けるという方策を取

らせていただきたいと思っています。 

普通そういった場所に無償ということはないですが、そういった場所で新たに建設をする皆さ

んに支援をさせていただきたいということで、これは議会の同意がないとできませんので、６月

議会に上程をさせていただきたいと思っています。 

新たに建設をされるのは町内の株式会社煌めきです。 

就労継続支援Ｂ型事業所を運営しているところですが、今回グループホームを実施するという

ことで対応させていただきます。 

ぜひ議会の皆さんにもご理解をいただいて、株式会社でありますが、町として支援をしていき

たいということで審議をいただきたいと思います。 

障がい者の皆さんまた障がい者の親の皆さんも、高齢化が進みまして、障がい者の皆さんの今

後を心配している部分もありますので、できる限り早くグループホームの設置をと思っています。 


